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文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

十
月
二
十
一
日
、
千
住
酒
合
戦

と
呼
ば
れ
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
千
住
酒
合
戦
か
ら

ち
ょ
う
ど
二
百
年
に
あ
た
り
、

千
住
で
は
そ
れ
を
記
念
し
て
様
々
な
事
業

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
博
物
館
で
は
、
関
連
事
業
と
し
て

「
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
合
戦
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
郷
土
博
物
館
が
所
蔵

し
て
い
る
足
立
区
ゆ
か
り
の
資
料
の
中
か

ら
、
約
五
〇
点
の
デ
ー
タ
を
公
開
し
、
そ

れ
を
使
っ
た
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア

を
高
校
生
以
上
の
方
か
ら
募
集
し
、
酒
合

戦
に
ち
な
ん
で
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ

ア
を
競
う
と
い
う
も
の
で
す
。
大
賞
に
選

ば
れ
た
作
品
に
は
、
足
立
成
和
信
用
金
庫

の
ご
協
力
に
よ
り
、
賞
金
十
万
円
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

　

応
募
総
数
は
、
八
四
点
、
個
人
の
方
か

ら
企
業
が
作
成
し
た
も
の
ま
で
幅
広
い
層

か
ら
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。博
物
館
で
は
、

第
一
次
選
考
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
三
二

点
の
作
品
を
選
び
、
東
京
電
機
大
学
東
京

千
住
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
電
大
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
展
示
し
ま
し
た
（
十
月
三
十
一

日
～
十
一
月
二
十
三
日
）。

　

審
査
員
に
は
、
川
越
仁
恵
氏
（
日
本
経

済
大
学
）・
松
葉
孝
一
氏
（
足
立
成
和
信

用
金
庫
）・
井
元
浩
平
足
立
区
地
域
の
ち

か
ら
推
進
部
長
の
三
名
を
迎
え
、
一
般
投

票
の
結
果
も
交
え
て
、
十
一
月
十
七
日
に

電
大
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

大
賞
に
選
ば
れ
た
の
は
、
中
村
美
里
氏

が
応
募
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
図
案
で
す
。
写

真
は
中
村
氏
が
作
成
し
た
企
画
書
で
、
グ

ラ
ス
の
下
に
博
物
館
所
蔵
の
浮
世
絵
を
も

と
に
し
た
コ
ー
ス
タ
ー
が
あ
る
の
が
わ
か

り
ま
す
。「
立
体
的
な
コ
ー
ス
タ
ー
は
初

め
て
見
た
」「
グ
ラ
ス
の
向
こ
う
で
、
遠

景
が
お
酒
に
ゆ
ら
ゆ
ら
浮
か
ん
で
見
え
、

手
前
に
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
近
景
が
あ

り
、
浮
世
絵
の
楽
し
み
方
が
現
代
的
流
儀

で
あ
る
」
と
い
っ
た
点
が
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　

惜
し
く
も
大
賞
に
選
ば
れ
な
か
っ
た
作

品
の
中
に
は
、「
模
様
そ
の
も
の
を
考
案

し
た
こ
と
が
す
ご
い
」
と
評
価
さ
れ
た
浮

世
絵
の
モ
ノ
グ
ラ
ム
図
案
、
車
の
周
り
を

博
物
館
に
す
る
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
応

募
さ
れ
た
カ
ー
サ
ン
シ
ェ
ー
ド
、
ス
マ
ホ

ケ
ー
ス
や
は
ん
こ
の
図
案
な
ど
も
あ
り
ま

し
た
。
ほ
か
に
も
、
独
特
の
デ
ザ
イ
ン
ア

イ
デ
ア
や
、
大
変
手
の
込
ん
だ
作
品
な
ど

も
あ
り
、
応
募
し
て
下
さ
っ
た
方
々
の
熱

意
が
伝
わ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。
応
募

し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
は
、
深
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。�

（
郷
土
博
物
館
）

千住酒合戦とは！？
時　期　文化 12年 (1815)10 月 21日
場　所　千住一丁目
主催者　飛脚問屋　中屋六右衛門
優勝者が飲んだ酒の量　

千住宿の松勘　9升 2合！！
主な審査員
　亀田鵬斎（書家）　　酒井抱一（琳派）
　谷文晁（文人画）

「
デ
ザ
イ
ン
ア
イ
デ
ア
合
戦
」
大
賞
決
ま
る
！
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資
料
紹
介千

住
警
衛
と
天
狗
党
の
乱 

②

多
　
田
　
文
　
夫

　

元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
三
月
、
水
戸

藩
の
尊
皇
攘
夷
派
、
藤
田
小
四
郎
ら
が
攘

夷
が
実
行
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
筑
波
山

で
挙
兵
し
た
天
狗
党
の
乱
が
発
生
し
た
。

北
関
東
各
地
で
天
狗
党
は
騒
動
を
起
こ

し
、将
軍
家
茂
が
上
洛
し
て
い
た
幕
府
も
、

攘
夷
実
行
の
対
応
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
。
そ
う
し
た
中
、
発
生
し
た
の
が
六
月

二
六
日
の
夜
に
発
生
し
た
天
狗
党
の
江
戸

出
府
事
件
で
あ
る
。

　

幕
末
の
千
住
警
衛
（
幕
府
の
千
住
宿
警

備
隊
）
を
つ
と
め
た
出
羽
松
山
藩
の
動
向

を
記
し
た
阿
部
正
巳
の
記
述
を
さ
ら
に
紹

介
し
て
当
時
の
状
況
を
確
認
し
よ
う
。

　

�

　
即
ち
元
治
元
年
六
月
二
十
六
日
夜
、

水
戸
藩
士
大
久
保
甚
五
左
衛
門
、
鳥
居

瀬
兵
衛
、榊
原
新
左
衛
門
等
五
六
十
人
、

千
住
に
来
り
印
鑑
を
示
し
て
江
戸
に
入

ら
ん
と
す
る
に
よ
り
、松
山
藩
に
て
は
、

番
頭
林
重
次
郎
、
加
藤
一
格
を
名
代
と

し
て
甚
五
左
衛
門
の
入
府
を
許
し
、
瀬

兵
衛
等
多
数
の
入
府
を
拒
絶
し
た
り
。

是
に
於
て
多
数
は
新
宿
の
茶
屋
に
止
宿

す
。
時
に
耕
雲
斎
は
其
徒
千
五
百
余
人

と
小
金
町
に
滞
在
す
。
同
日
、
彼
の
番

頭
二
人
は
此
事
を
直
に
浅
草
の
藩
邸
並

に
宗
藩
（
庄
内
鶴
岡
）、
神
田
橋
邸
に

急
報
す
。

　

こ
の
記
述
の
経
緯
を
ま
と
め
て
み
よ

う
。
天
狗
党
幹
部
で
水
戸
藩
の
大
寄
合
頭

や
調
練
司
を
つ
と
め
た
大
久
保
甚
五
左
衛

門
ら
約
五
〇
名
の
先
発
隊
が
千
住
に
通
行

証
を
持
参
し
て
江
戸
入
府
を
求
め
て
き

た
。
出
羽
松
山
藩
は
大
久
保
の
入
府
を
許

可
し
た
が
、
他
の
天
狗
党
の
入
府
は
許
可

し
な
か
っ
た
。
千
住
五
丁
目
に
設
置
さ
れ

て
い
た
新
関
所
は
お
そ
ら
く
緊
張
に
つ
つ

ま
れ
、
千
住
警
衛
の
本
陣
・
安
養
院
も
騒

然
と
し
た
だ
ろ
う
。
夜
と
あ
る
か
ら
、
か

が
り
火
や
提
灯
の
灯
明
の
中
、
幕
府
の
警

衛
と
天
狗
党
員
が
に
ら
み
合
っ
て
い
る
よ

う
す
が
見
え
て
く
る
。

　

記
述
の
後
半
を
見
る
と
、
千
住
ま
で
来

た
他
の
天
狗
党
員
は
、
水
戸
街
道
を
戻
っ

て
新
宿
（
葛
飾
区
新
宿
）
に
止
宿
し
て
い

る
。
本
隊
の
天
狗
党
は
水
戸
藩
の
執
政
ま

で
つ
と
め
た
党
の
首
領
、武
田
耕
雲
斎
が
、

さ
ら
に
水
戸
よ
り
の
小
金
宿
（
松
戸
市
小

金
）
に
一
五
〇
〇
名
を
率
い
て
駐
屯
し
て

い
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

資
料
に
は
「
操
兵
練
志
録
」（
荘
内
藩

士
秋
保
政
右
衛
門
著
）
か
ら
の
引
用
に
よ

る
千
住
警
衛
か
ら
本
藩
へ
の
連
絡
文
も
記

載
さ
れ
て
い
る
。

　�

　
四
ツ
半
時
過
新
宿
よ
り
注
進
に
は
、

新
宿
藤
屋
と
申
茶
屋
に
無
挑
灯
に
て
名

前
不
相
知
、
水
戸
殿
御
家
来
五
六
十
人

参
居
、
猶
追
々
参
着
の
様
子
、
小
金
町

に
は
千
五
百
人
余
も
集
居
候
様
子
、
先

夫
々
手
配
致
置
候
得
共
、
何
分
道
路
近

に
て
、
甚
心
配
仕
居
候
、
右
に
付
早
乗

を
以
て
不
取
敢
申
上
候
、
以
上
、

　
　
千
住
当
番
　
酒
井
大
学
頭
様
御
内

　
六
月
廿
六
日
　
　
　
　
　
林
重
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
一
格

　
金
井
　
男
四
郎
様

　
秋
保
政
右
衛
門
様

　

出
羽
松
山
藩
番
頭
た
ち
か
ら
本
藩
で

あ
っ
た
鶴
岡
藩
邸
へ
の
連
絡
文
書
で
あ

る
。
文
中
に
「
は
な
は
だ
心
配
仕
り
居
り

そ
う
ろ
う
」
と
あ
り
、「
早
乗
」、
つ
ま
り

馬
で
急
報
し
た
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
情
報
に
接
し
た
鶴
岡
藩
邸
か
ら
は

翌
日
の
六
月
二
七
日
の
朝
、
六
一
名
が
大

砲
と
小
銃
に
弾
薬
を
込
め
、
千
住
に
来
援

し
た
（
資
料
は
省
略
）。
二
七
日
に
至
り
、

さ
ら
に
千
住
と
周
辺
は
緊
張
に
包
ま
れ
た

こ
と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

�

　
此
日
水
戸
藩
士
の
千
住
関
外
に
集
る

も
の
約
一
万
人
な
り
と
い
ふ
。
千
住
付

近
の
村
民
、
兵
戦
を
懼
れ
て
避
難
す
る

も
の
多
し
。
既
に
し
て
水
戸
藩
士
は
多

数
衛
所
に
来
り
、
江
戸
の
水
戸
藩
邸
に

入
ら
ん
こ
と
を
頻
り
に
請
へ
ど
も
、
警

衛
の
藩
士
拒
ん
で
入
れ
ず
。
此
の
如
き

状
態
な
れ
ば
幕
府
に
請
ふ
。

　

こ
の
千
住
警
衛
は
天
狗
党
ら
の
水
戸
藩

士
を
江
戸
府
内
に
入
れ
な
い
よ
う
に
対
応

し
た
、
戦
闘
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
状
況
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

千
住
宿
周
辺
の
村
で
は
避
難
す
る
村
民
が

出
て
い
た
と
記
述
し
て
い
る
。

　

こ
の
時
期
、
ま
だ
天
狗
党
は
幕
府
の
敵

に
は
な
っ
て
い
な
い
。
幕
府
政
事
総
裁
職

だ
っ
た
松
平
直
克
（
川
越
藩
主
）
は
、
攘

夷
を
擁
護
し
天
狗
党
の
武
力
討
伐
に
反
対

し
幕
閣
内
で
対
立
が
起
こ
っ
て
い
た
段
階

で
あ
る
。
攘
夷
思
想
と
開
国
と
い
う
国
論

を
二
分
し
た
時
代
で
あ
る
こ
と
、
各
地
で

騒
乱
が
起
き
て
い
た
こ
と
を
想
起
す
る

と
、
こ
の
事
件
を
目
の
当
た
り
に
し
た
千

住
宿
と
周
辺
の
緊
張
が
わ
か
る
。

　

さ
て
、
天
狗
党
の
出
府
に
伴
っ
て
避
難

が
あ
っ
た
と
い
う
周
辺
村
落
は
ど
こ
で
あ

ろ
う
か
？
。
水
戸
街
道
付
近
だ
と
す
る
と

弥
五
郎
新
田
（
現
日
ノ
出
町
・
足
立
）、

伊
藤
谷
村
（
現
綾
瀬
）
あ
た
り
だ
ろ
う
か
、

柳
原
村
（
現
柳
原
）
も
入
っ
て
い
る
可
能

性
も
あ
ろ
う
。
こ
の
天
狗
党
の
事
件
に
つ

い
て
は
区
内
で
言
い
伝
え
や
資
料
を
確
認

し
て
い
な
い
。
も
し
情
報
が
あ
れ
ば
博
物

館
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
博
物
館
学
芸
員
）
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こ
こ
で
見
て
足
立
の
博
物
館
資
料

小
説
を
彩
る

郷
土
博
物
館
の
浮
世
絵

足
立
に
あ
っ
た
牧
場

佐
　
藤
　
貴
　
浩

　

現
在
の
足
立
区
か
ら
は
お
よ
そ
想
像
で

き
な
い
こ
と
だ
が
、
足
立
区
に
は
数
多
く

の
牧
場
が
あ
っ
た
。
足
立
で
牧
場
が
開

か
れ
た
端
緒
は
、
明
治
維
新
直
後
の
明

治
三
年
頃
ま
で
遡
る
と
い
う
（
編
集
部

「
牛
頭
観
世
音
と
そ
の
後
」『
足
立
史
談
』

一
二
〇
、一
九
七
八
年
）。
足
立
は
、
江
戸

の
東
郊
に
位
置
す
る
農
村
部
で
あ
り
、
江

戸
の
食
物
の
供
給
地
で
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
歴
史
の
中
で
、
足
立
で
乳
業
が
盛
ん
と

な
っ
た
の
も
自
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　

昭
和
一
五
年
か
ら
東
京
都
乳
牛
畜
産
組

合
足
立
支
部
に
勤
務
し
て
い
た
瀬
田
正
治

氏
に
よ
る
と
（「
足
立
の
乳
業
」『
足
立
史

談
』
一
二
〇
、一
九
七
八
年
）、
昭
和
一
八

年
ご
ろ
の
足
立
区
に
は
、
三
〇
も
の
牧
場

と
九
五
〇
頭
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て
い
た
と

い
う
。
し
か
も
、
こ
の
数
字
は
、
減
少
傾

向
に
入
っ
た
頃
の
も
の
だ
と
い
う
か
ら
驚

き
だ
。

　

牧
場
の
分
布
は
、
千
住
を
は
じ
め
と
し

て
関
原
・
本
木
・
興
野
・
栗
原
・
梅
田
・

島
根
・
梅
島
・
小
右
衛
門
（
当
時
）・
五

反
野
・
保
木
間
・
青
井
・
普
賢
寺
（
当
時
）

に
あ
り
、区
内
の
広
範
囲
に
及
ん
で
い
た
。

区
内
で
搾
乳
さ
れ
た
牛
乳
は
、
森
永
・
明

治
・
雪
印
な
ど
と
契
約
を
結
び
、
集
荷
さ

れ
て
い
っ
た
。

　

写
真
１
は
、
本
木
に
あ
っ
た
荘
司
牧
場

を
写
し
た
戦
前
の
写
真
で
あ
る
。
こ
の
周

辺
の
牧
場
は
、
荒
川
放
水
路
の
堤
防
を
放

蓄
場
に
し
て
い
た
そ
う
だ
。

　

昭
和
二
九
年
に
辰
沼
に
浅
田
牧
場
を
開

い
た
浅
田
良
作
氏
は
、
戦
後
の
食
糧
不
足

の
中
で
、
子
供
た
ち
に
牛
乳
を
十
分
に
飲

ま
せ
た
い
と
一
頭
の
牛
を
飼
っ
た
こ
と
が

牧
場
を
始
め
た
き
っ
か
け
だ
と
い
う（『
足

立
風
土
記
稿
』
八
、一
九
九
六
）。

　

写
真
２
は
、
昭
和
五
〇
年
頃
の
も
の

で
、
六
木
に
あ
っ
た
月
舘
牧
場
の
写
真
で

あ
る
。
月
舘
牧
場
は
月
舘
民
雄
氏
が
昭
和

二
七
年
に
開
い
た
も
の
で
、
多
い
時
期
に

は
一
〇
〇
頭
以
上
の
牛
を
飼
育
し
て
い
た

と
い
う
。
牛
た
ち
が
出
し
た
汚
物
は
、
近

く
の
農
家
で
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と

い
い
、
付
近
の
農
家
と
の
間
で
う
ま
く
循

環
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
た
。
し

か
し
、
宅
地
化
が
進
み
、
乳
牛
の
飼
育
が

難
し
い
環
境
と
な
る
。
そ
れ
で
も
、
月
舘

氏
は
牧
場
に
こ
だ
わ
り
、
規
模
を
縮
小
し

昭
和
末
～
平
成
初
頭
ま
で
酪
農
を
続
け
て

い
た
。
一
方
で
、
昭
和
四
七
年
に
は
、
北

海
道
の
牧
場（
現
よ
つ
ば
乳
業
株
式
会
社
）

か
ら
牛
乳
を
共
同
購
入
し
、
そ
れ
を
販
売

す
る
こ
と
を
始
め
て
い
る
。
浅
田
氏
や
月

舘
氏
の
牧
場
に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝
わ

る
話
で
あ
る
。

　

足
立
区
は
、
江
戸
時
代
、
七
〇
～

八
〇
％
が
田
畑
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、牧
場
を
開
き
や
す
い
環
境
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
五
〇
年
ま

で
の
間
に
人
口
は
二
〇
倍
に
増
え
、
牧
場

を
経
営
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
た
。
そ

う
し
た
歴
史
の
中
で
、
牧
場
は
足
立
区
か

ら
姿
を
消
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

�

（
郷
土
博
物
館
専
門
員
）

写真１

写真２

　

足
立
の
町
に
由
来
す
る
作
品
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
多
様
な
絵
師
・
ジ
ャ
ン
ル
の

作
品
を
幅
広
く
網
羅
す
る
郷
土
博
物
館
の

浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
博
物
館
で
の

展
示
以
外
で
も
、
書
籍
な
ど
刊
行
物
の

挿
絵
や
テ
レ
ビ
番
組
の
参
考
画
像
な
ど
、

様
々
な
場
所
で
ご
利
用
頂
い
て
い
ま
す
。

本
年
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
小
説
家
・
梶
よ

う
子
氏
の
最
新
作
『
ヨ
イ
豊
』（
講
談
社
）

で
は
、
当
館
所
蔵
の
四
代
歌
川
豊
国
（
二

代
国
貞
）
作
《
東
京
神
田
筋
違
眼
鑑
橋
創

築
繁
栄
之
図
》（
明
治
六
年
、
大
判
錦
絵

三
枚
続
）
が
、
書
籍
の
見
返
し
を
飾
り
ま

し
た
。

　

梶
よ
う
子
氏
は
、
足
立
区
出
身
の
時
代

小
説
家
で
す
。
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）

年
十
二
月
に
は
、
区
立
中
央
図
書
館
で
開

催
さ
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
、
梶
氏
が

し
ば
し
ば
物
語
の
題
材
と
す
る
、
江
戸
の

下
町
文
化
と
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々
に
つ
い

て
、
講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
新
作
と
な
る
『
ヨ
イ
豊
』
は
、
幕
末

浮
世
絵
の
牽
引
者
で
あ
る
三
代
歌
川
豊
国

の
後
継
、
二
代
歌
川
国
貞
と
豊
原
国
周
を

通
し
て
、
幕
末
か
ら
明
治
へ
の
世
相
と
、

終
焉
へ
と
向
か
っ
て
い
く
浮
世
絵
の
姿
を

描
い
た
物
語
で
す
。
見
返
し
に
使
用
さ
れ

た
《
東
京
神
田
筋
違
眼
鑑
橋
創
築
繁
栄
之

郷
土
博
物
館
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

期
間
：
平
成

2
7
年

1
2
月

7
日

（
月
）
～
平
成

2
8
年

1
月

4
日

（
月
）

館
内
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
の
た
め
、
臨
時
休
館
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
な
お
、

東
渕
江
庭
園
や
臨
渕
亭
は
、
通
常
通
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
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図
》
の
他
、
四
代
豊
国
《
東
京
品
川
口
蒸

気
車
往
来
之
図
》（
明
治
五
年
、
大
判
錦

絵
三
枚
続
）、
豊
原
国
周
《
復
讐
誓
彦
山 

四
代
目
中
村
芝
翫
の
毛
谷
村
六
助
》（
明

治
六
年
、
大
判
錦
絵
）
と
い
っ
た
郷
土
博

物
館
で
も
所
蔵
す
る
浮
世
絵
が
次
々
と
登

場
し
、
語
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
い
「
明
治

の
浮
世
絵
界
」の
物
語
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

四
代
歌
川
豊
国
（
二
代
国
貞
）

　
《
東
京
神
田
筋
違
眼
鑑
橋
創
築
繁
栄
之
図
》

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
、
大
判
錦
絵
三
枚
続

お
で
か
け
下
さ
い
　
地
元
の
古
代
　
⑤

�

足
立
区
地
域
文
化
課
文
化
財
係

　

今
回
は
伊
興
遺
跡
公
園
で
一
番
目

を
引
く
、
復
元
さ
れ
た
古
代
の
竪
穴

住
居
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

本
来
の
竪
穴
住
居
は
、
地
面
を
掘

り
下
げ
、
床
に
四
本
の
柱
を
立
て
、

茅
で
屋
根
を
葺
い
た
住
居
で
す
。
半

地
下
式
の
た
め
、
温
度
変
化
を
受
け

に
く
く
、
夏
は
涼
し
く
冬
は
暖
か

か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
住
居
は
、
縄
文
時
代
か
ら
作

ら
れ
始
め
、
地
方
で
は
、
平
安
時
代

ま
で
一
般
の
人
々
の
間
で
広
く
利
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
住
居
の
形
は
時

代
が
下
る
に
つ
れ
、
円
形
か
ら
隅
丸

方
形
、
方
形
へ
と
変
化
し
て
い
き
ま

す
。

　

古
墳
時
代
中
頃
に
な
る
と
、
そ
れ

ま
で
の
炉
に
代
わ
り
、
カ
マ
ド
が
作

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
炉
は

住
居
の
中
央
付
近
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
カ
マ
ド
は
住
居
の

壁
際
に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

伊
興
遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
中

頃
の
住
居
が
多
く
検
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

公
園
に
復
元
さ
れ
た
住
居
の
中

で
は
、
秋
の
夕
暮
れ
時
の
様
子
を

再
現
し
て
い
ま
す
。
カ
マ
ド
で
は

母
親
が
沼
地
で
採
れ
た
レ
ン
コ
ン

や
森
で
採
集
し
た
木
の
実
や
ヤ
マ

イ
モ
を
調
理
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
は
、
夕
飯
を
楽
し
そ
う
に

待
ち
わ
び
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
横
で
父
親
は
農
具
の
手

入
れ
に
余
念
が
な
い
温
か
な
一
家

団
ら
ん
の
光
景
で
す
。

　

足
立
区
で
は

古
墳
時
代
初
め

頃
か
ら
、
毛
長

川
の
両
岸
に
発

達
し
た
自
然
堤

防
上
に
、
人
々

が
集
落
を
形
成

す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
集

落
跡
か
ら
は
漁

網
に
用
い
た
土

錘
が
多
く
見
つ

写真１　復元竪穴住居

写真２　竪穴住居内部の様子

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
毛
長
川
で
盛
ん

に
漁
撈
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
復

元
住
居
の
中
に
は
、
こ
れ
か
ら
食
卓
に
出

さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
、
川
で

獲
れ
た
活
き
の
良
い
魚
も
お
い
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
鋤
や
鎌
と
い
っ
た
農
具
類
や

土
器
な
ど
の
日
用
品
が
多
数
出
土
し
て
お

り
、
古
代
集
落
の
繁
栄
の
様
子
が
う
か
が

え
ま
す
。

　

是
非
、
伊
興
遺
跡
公
園
に
お
い
で
い
た

だ
き
、
復
元
さ
れ
た
竪
穴
住
居
を
つ
ぶ
さ

に
見
学
し
て
、
古
代
の
人
々
の
生
活
に
思

い
を
は
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

 

（
遺
跡
発
掘
調
査
員
　
鎌
田
　
望
里
）

郷土博物館臨時休館のお知らせ
　　平成 27 年 12 月 7 日（月）
　　　　　～平成 28 年 1 月 4 日（月）
　上記の期間、館内エレベーター工事のため、臨時休館さ
せていただきます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどお願いいたします。
　なお、東渕江庭園や臨渕亭は、通常通りご利用いただけ
ます。

年末年始12月28日㈪～1月4日㈪は、すべてお休みです。

伊興遺跡公園展示館
古代の住宅事情・竪穴住居


